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令和８年建築設備士試験「第二次試験」（設計製図）

答 案 用 紙

次の注意事項をよく読んでから始めて下さい。

［注意事項］

1．答案用紙は、合図があるまでこの面以外の面を開けてはいけません。

2．答案用紙は、次の 3 枚の構成となっています。
・建築設備基本計画（必須）　　：「答案用紙 1」としてＡ3判 1枚で、解答欄が示されています。
・建築設備基本設計製図（共通）：「答案用紙 2」としてＡ2判 1枚で、解答欄が示されています。
・建築設備基本設計製図（選択）：「答案用紙3Ａ空調・換気設備（選択問題）」、「答案用紙3Ｂ給排水衛生

設備（選択問題）」及び「答案用紙3Ｃ電気設備（選択問題）」として
Ａ2判を二つ折りにしたもの（Ａ3判の大きさ）1 枚で、それぞれ解答
欄が示されています。

3．この表紙、答案用紙 1及び答案用紙 2の「受験番号及び氏名」欄の全て（計3か所）を記入して下さい。

4．建築設備基本設計製図（選択）の解答に当たっては、この答案用紙を裏返すなどをして、Ａ3判の大き
さに折ったうえで選択する設備（空調・換気設備、給排水衛生設備又は電気設備）の答案用紙を表面に
して使用するようにして下さい。

5．この表紙の右下の選択欄に、建築設備基本設計製図で選択する区分の記号（Ａ～Ｃ）を記入して下さい。
Ａ：空調・換気設備
Ｂ：給排水衛生設備
Ｃ：電 気 設 備

6．答案用紙3Ａ～3Ｃのうち選択をしない答案用紙は、下書き、計算等に使用しても差し支えありません。

7．答案用紙（計3枚）は、全て退席の際に回収しますので、絶対に持ち帰らないで下さい。

8．答案用紙を提出する際には、配布したときと同じように、左下の数字（1、2、3）が見えるようにして
下さい。（答案用紙 1を答案用紙 2に挟み込んだものを、この答案用紙に挟み込んで下さい。）

受 験 番 号 氏　　名 選　択　欄

建築設備基本設計製図で選択する区分の
記号（Ａ～Ｃ）を選択欄に記入すること。
　区分の記号　Ａ：空調・換気設備
　　　　　　　Ｂ：給排水衛生設備
　　　　　　　Ｃ：電　気　設　備
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※ 外調機の能力表の算定結果は、小数点第一位まで解答すること。
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